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天皇陛下即位の儀式
「令和」元号の幕開け（令和元年（2019）5月1日）

　「令和」幕開け、おめでとうございます。

　天皇陛下（御名・徳仁＝なるひと）、5月 1日午前0時、第126代天皇に即位された。同時刻に元号も改

められ、新時代のスタートである。

　天皇陛下は令和元年 5月 1日午前、皇居・宮殿で、皇位継承に伴う最初の儀式「剣
け ん じ

璽等承継の儀」に臨

み、皇位の証しとして伝わる剣や曲
まがたま

玉などを受け

継がれた。続いて「即位後朝見の儀」には皇后さま

や秋篠宮ご夫妻ら成年の皇族方計13人が参列、国

民の代表として、安倍首相ら三権の長や大臣、都

道府県知事、都道府県議会、市町村の代表らが参

列した。

　陛下は、憲法と典範特例法の定めるところによ

り、皇位継承したことを明らかにして、初のお言

葉を述べられた。
※「令和」元号を発表する菅官房長官

※新天皇の「剣璽等承継の儀」の儀式 ※新天皇の剣や曲玉などを受ける儀式
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「天皇陛下、お言葉の全文」

　「日本国憲法及び皇室典範特例法の定めるところにより、ここに皇位を継承しました。

　この身に負った重責を思うと粛然たる思いがします。

　顧みれば、上皇陛下には御即位より、30年以上の長きにわたり、世界の平和と国民の幸せを願われ、

いかなる時も国民と苦楽を共にされながら、その強い御
みこころ

心を御自身のお姿でお示しになりつつ、一つ一

つのお務めに真摯に取り組んでこられました。上皇陛下がお示しになった象徴としてのお姿に心から敬

意と感謝を申し上げます。

※「即位後朝見の儀」に参列する方々

※「即位後朝見の儀」天皇・皇后両陛下

※「即位後朝見の儀」に参列する方々のアップ

※「即位後朝見の儀」に参加される皇族の方々

※「即位後朝見の儀」でお言葉を述べる陛下 ※「即位後朝見の儀」にて参列する皇族の方々
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　ここに、皇位を継承するに当たり、上皇陛下のこれまでの歩みに深く思いを致し、また、歴代の天皇

のなさりようを心にしめ、自己の研
けんさん

鑽に励むとともに、常に国民を思い、国民に寄り添いながら、憲法

にのっとり、日本国及び日本国民統合の象徴としての責務を果たすことを誓い、国民の幸せと国の一層

の発展、そして世界の平和を切に希望します。」

　そして、安倍首相が国民代表の辞で祝意を述べた。

　首相「国民代表の辞」全文

　「謹んで申し上げます。

　天皇陛下におかれましては、本日、皇位を継承

されました。国民を挙げて心からお慶（よろこ）び

申し上げます。

　ここに、英邁（えいまい）なる天皇陛下から、上

皇陛下のこれまでの歩みに深く思いを致し、日本

国憲法にのっとり、日本国及び日本国民統合の象

徴としての責務を果たされるとともに、国民の幸

せと国の一層の発展、世界の平和を切に希望するとのおことばを賜りました。私たちは、天皇陛下を国

及び国民統合の象徴と仰ぎ、激動する国際情勢の中で、平和で、希望に満ちあふれ、誇りある日本の輝

かしい未来、人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ時代を、創り上げていく決意でありま

す。

　ここに、令和の御代（みよ）の平安と皇室の弥栄（いやさか）をお祈り申し上げます。」

　以上のように安倍首相は祝意を述べた。

　天皇陛下の経歴を記して見る。

　1960年（昭和35年）2月23日に上皇ご夫妻の長男として誕生する。明治以降で初めて親元で育てられ

た天皇で、乳
め の と

人ではなく、上皇后さまの母乳で育てられた。学習院初等科、中等科、高等科を経て1982

年（昭和57年）に学習院大文学部を卒業された。翌年から 2年間、英オックスフォード大に留学する。帰

国後の88年、学習院大大学院博士前期課程を修了された。

　即位までに天皇の国事行為の臨時代行を計24回経験された。全国育樹祭、高校総合体育大会、国民文

化祭など多くの地方行事にも出席されてきた。海外留学を経験した初の天皇で、既に48ヵ国を訪問され

ている。学生時代から水運などの交通史の研究を続け、2007年から約 8年間、国連「水と衛生に関する

諮問委員会」名誉総裁を務められた。

※「即位後朝見の儀」でお言葉を述べる安倍首相
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　皇后さまの経歴について

　1963年（昭和38年）12月 9 日、小和田恒、優美子夫妻の長女として誕生した。田園調布雙葉小学校、同

中学校、同高校、米ベルモントハイスクールを経て、1985年（昭和60年）に米ハーバード大経済学部を

卒業された。東大に学士入学した後、1987年（昭和62年）に外務省に入省し、1988年（昭和63年）から 2

年間、英オックスフォード大に留学。1993年（平成5年）6月 9日に天皇陛下と結婚された。皇室史上 2

人目の民間出身の皇太子妃になり、2001年（平成13年）12月 1 日、長女愛子さまを出産された。2004年

（平成16年）に適応障害と診断されたが、徐々に回復し、活動の幅を広げられている。陛下の東日本大震

災被災地訪問に全て同行したほか、2013年（平成25年）には10年ぶりの外国公式訪問でオランダへ行か

れ、昨年の秋の園遊会で15年ぶりに全行程を歩かれた。

　以上が「天皇陛下・皇后さま」の簡単な経歴である。

　皇室の構成について

　（丸数字は皇位継承順位である）

　2019年（令和元年 5月 1日現在。）

　□は亡くなった方々。
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　天皇陛下に 3勲章

　①　最高位の勲章　「大勲位菊花章」

　②　　　〃　　　　「桐花大綬章」

　③　　　〃　　　　「文化勲章」

　いずれも今回新調されたようである。

　日本の元号一覧表

　飛鳥時代、645年元号「大化」より、126代「令和」2019年までの一覧表である。

　「和」の付く年代は、708年（和銅）、885年（仁和）、961年（応和）、985年（寛

和）、1012年（長和）、1099年（康和）、1181年（養和）、1312年（正和）、1352年

（文和）、1375年（永和）、1615年（元和）、1681年（天和）、1764年（明和）、1801

年（享和）、1926年（昭和）、2019年（令和）

　以上16回になった。

　もちろん「令」の字は「令和」の 1回しかない。
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　新緑がまぶしい季節になり、新しい「令和」の時代が動き出した。新天皇陛下が即位され心から祝意を

贈りたいと思う。

　皇居宮殿「松の間」において「剣璽等承継の儀」に続き、「即位後朝見の儀」が行われた。

　朝見の儀では前記の通り、陛下は「常に国民を思い国民に寄り添いながら、憲法にのっとり象徴とし

て責務を果たす」と述べられた。

　また安倍首相も「天皇陛下を国及び国民統合の象徴と仰ぎ、激動する国際情勢の中で、平和で誇りあ

る日本の未来を創り上げていく決意である」と述べられた。

　新元号「令和」と共に新天皇をささえ、新しい日本の新しい時代の幕開けになるよう期待したいもので

ある。

　引用資料

　読売新聞

　NHKテレビ

令和元年 5月 5日記

天皇陛下の即位を祝う一般参賀　令和元年5月4日
出典：東京新聞

https://www.tokyo-np.co.jp/article/feature/photo-square/201905/CK2019050402100032.html
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